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　【保
ほけんりょう

険料を　払
はら

うことが　できないとき】

■保
ほけんりょう

険料を　払
はら

うことが　できない　

　学
がくせい

生の　ための　特
とくべつ

別な　制
せいど

度です。

■学
がくせい

生の　間
あいだ

は、毎
まいとし

年、手
てつづ

続きが　必
ひつよう

要です。

　忘
わす

れないように　手
てつづ

続きしてください。

■日
にほん

本から　出
で

るときは　国
こくみんねんきん

民年金を　やめる　　

　手
てつづ

続きを　します。

■国
こくみんねんきん

民年金を　「払
はら

っている　人
ひと

」と「払
はら

ったこと

　が ある人
ひと

」は、　「脱
だったいいちじきん

退一時金」という　お金
かね

が

　戻
もど

ってくることが　あります。

日
にほん

本に　住
す

んでいる　２０歳
さい

～５９歳
さい

の　

人
ひと

は　「公
こうてきねんきん

的年金」に　入
はい

ります。

「公
こうてきねんきん

的年金」は、

「お年
としよ

寄り」「障
しょう

がいの　ある

人
ひと

」「死
し

んだ　人
ひと

の　家
かぞく

族」が、

生
せいかつ

活する　お金
かね

（年
ねんきん

金）を　　

もらえる　制
せいど

度　です。

「公
こうてきねんきん

的年金」は、３種
しゅるい

類　あります。

①第
だい

１号
ごう

　被
ひ ほ け ん し ゃ

保険者 ③第
だい

３号
ごう

　被
ひ ほ け ん し ゃ

保険者②第
だい

２号
ごう

　被
ひ ほ け ん し ゃ

保険者

■「国
こくみんねんきん

民年金」に　入
はい

ります。

　農
のうぎょう

業をしている人
ひと

、自
じえいぎょう

営業（自
じぶん

分　

　で　事
じぎょう

業を　している）の　人
ひと

、

　学
がくせい

生などが　入
はい

ります。

　（②、③ではない　人
ひと

）

■保
ほけんりょう

険料を　払
はら

います。

　金
きんがく

額は　全
ぜんいん

員　同
おな

じです。

■手
てつづ

続きは、市
しやくしょ

役所で　します。

■「厚
こうせいねんきん

生年金」に　入
はい

ります。

　会
かいしゃ

社で　働
はたら

いている　人
ひと

が

　入
はい

ります。

■保
ほけんりょう

険料を　払
はら

います。会
かいしゃ

社から

　もらえる　給
きゅうりょう

料から　引
ひ

かれます。

　金
きんがく

額は　収
しゅうにゅう

入などに　よって　

　違
ちが

います。

■手
てつづ

続きは　会
かいしゃ

社で　します。

■「国
こくみんねんきん

民年金」に　入
はい

ります。

　②「第
だい

２号
ごう

　被
ひほけんしゃ

保険者」の

　配
はいぐうしゃ

偶者（夫
おっと

・妻
つま

）で、　収
しゅうにゅう

入が　

　少
すく

ない　人
ひと

が　入
はい

ることが

　できます。

■保
ほけんりょう

険料は　かかりません。

■手
てつづ

続きは、　配
はいぐうしゃ

偶者（夫
おっと

・妻
つま

）が

　働
はたら

いている　会
かいしゃ

社で　します。

「公
こうてきねんきん
的年金」は　国

くに
の　制

せいど
度

です。

詳
くわ
しくは「日

にほんねんきんきこう
本年金機構」

（年
ねんきん
金の　仕

しごと
事を　する　

所
ところ
）の　ホームページを

見
み
てください。

（外
がいこくご
国語で　見

み
ることが　

できます。）

■保
ほけんりょう

険料を　払
はら

わないと　年
ねんきん

金は　もらえません。

　そのままに　せずに　市
しやくしょ

役所に　相
そうだん

談してください。

■あなたと　あなたの　家
かぞく

族の　収
しゅうにゅう

入などを　調
しら

べます。

　保
ほけんりょう

険料の　「免
めんじょ

除・納
のうふゆうよ

付猶予」が　できるか　調
しら

べます。

①国
こくみんねんきん

民年金の　納
のうふしょ

付書（金
きんがく

額が　書
か

いて

ある　紙
かみ

）が　家
いえ

に　届
とど

きます。

Pension system
　市

しやくしょ

役所での　サービス・手
てつづ

続き　など

　公
こうてきねんきんせいど

的年金制度

　「公
こうてきねんきん

的年金」に　入
はい

る　人
ひと

　「公
こうてきねんきん

的年金」の　種
しゅるい

類

　保
ほけんりょう

険料が　かかります

　日
にほん

本から　出
で

るとき（出
しゅっこく

国するとき）

　学
がくせいのうふとくれいせいど

生納付特例制度

＊免
めんじょ

除（保
ほけんりょう

険料を　払
はら

わなくて　よい）

＊納
のうふゆうよ

付猶予（保
ほけんりょう

険料を　あとで　払
はら

う

　ことが　できる）

国
こくほねんきんか

保年金課

「公
こうてきねんきん

的年金」に ついて

（伊
いなちょうしゃ

奈庁舎）


